
東
京
電
力
へ
の
放
射
能
汚

染
対
策
費
用
の
賠
償
請
求

に
つ
い
て

【
質
問
】

こ
の
間
、
区
は
様
々

な
放
射
能
汚
染
対
策
を
行
い
、
１
１

年
度
、
１
２
年
度
の
２
年
間
で
４
、

５
０
０
万
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
請
求
予
定
額
は
２

年
間
で
２
，
２
６
１
万
円
と
２
分
の

１
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

①
区
の
請
求
は
、
東
電
が
認
め
る
範

囲
で
の
請
求
で
、
加
害
者
責
任
を
免

罪
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
区
長

の
認
識
は
。

②
人
件
費
を
含
め
、
か
か
っ
た
費
用

の
す
べ
て
を
請
求
す
る
の
は
当
然
。

そ
の
全
額
の
請
求
を
。

【
答
弁
】

①
区
の
請
求
は
、
東
京
電
力
の
加
害

者
と
し
て
の
責
任
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
放
棄
し
た
も
の
で
は

な
い
。

②
区
独
自
に
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
制
度
の
改
悪
を

や
め
る
よ
う
国
に
申
し
入

れ
を

【
質
問
】

厚
生
労
働
省
が
検
討

し
て
い
る
要
支
援
者
を
介
護
保
険
の

対
象
か
ら
外
し
、
市
区
町
村
の
事
業

に
全
面
的
に
移
す
方
針
を
、
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
や
負
担
増
に
反
対
す

る
世
論
と
運
動
に
押
さ
れ
て
一
部
撤

回
し
た
。
し
か
し
利
用
者
が
一
番
多

い
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
は
あ
く
ま
で
市
区
町
村
の
事
業

に
移
す
考
え
だ
。
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
を
や
め
る
よ
う
国
に
申
し
入
れ

を
。

【
答
弁
】

現
在
、
国
の
社
会
保

障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
制
度
の
見

直
し
を
止
め
る
よ
う
国
に
申
し
入
れ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
計
画
を

【
質
問
】

①
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
の
が
先

か
、
命
が
つ
き
る
の
が
先
か
と
い
う

不
安
を
抱
え
な
が
ら
特
養
ホ
ー
ム
に

入
所
で
き
る
の
を
待
っ
て
い
る
人
達

を
、
区
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

②
区
が
い
う
「
既
存
施
設
内
で
の
増

床
」
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
は
あ

き
ら
か
。
実
態
を
見
極
め
、
早
期
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画

を
。

【
答
弁
】

①
要
介
護
４
、
５
の
申
込
者
の
多
く

の
方
が
、
概
ね
１
年
以
内
に
は
、
入

所
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

②
既
存
施
設
内
で
の
増
床
を
図
っ
て

い
く
。

就
学
援
助
の
認
定
基
準
の

引
き
上
げ
を

【
質
問
】

経
済
的
に
就
学
困
難

な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
す
る

就
学
援
助
の
基
準
は
生
活
保
護
費
が

元
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
保
護
費
が

今
年
の
８
月
よ
り
引
き
下
げ
ら
れ
、

そ
れ
に
伴
い
影
響
を
受
け
る
児
童
・

生
徒
が
生
じ
る
。
来
年
度
以
降
の
準

要
保
護
者
の
基
準
引
き
上
げ
を
。

【
答
弁
】

区
民

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

港
区
議
会
第
４
回
定
例
会
が
１
１
月
２
７
日
か
ら
１
２
月
６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権

が
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
実
施
を
狙
い
、
生
活
保
護
、
介
護
保
険
な
ど
社
会
保
障
の
改
悪

を
進
め
る
中
、
区
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
中
小
企
業
の
営
業
を
守
る
区
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
島
え
み
子
議
員
と
風
見
利
男
議
員
が
区
民
の
要
望
を
取
り
上
げ
、
本
会

議
で
武
井
区
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く
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寡
婦
（
父
）
控
除
の
「
み
な
し

適
用
」
を

【
質
問
】

寡
婦
（
父
）
控
除
の
「
み
な

し
適
用
」
で
保
育
料
や
住
宅
家
賃
を
軽
減

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
東
京
で
は

新
宿
区
、
八
王
子
市
、
国
立
市
、
日
の
出

町
で
す
で
に
実
施
、
千
代
田
区
、
文
京
区
、

豊
島
区
と
立
川
市
が
２
０
１
４
年
４
月
か

ら
実
施
予
定
。
他
自
治
体
に
後
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
、
早
急
に
保
育
料
や
住
宅
家

賃
等
の
「
み
な
し
適
用
」
を
行
う
べ
き
。

【
答
弁
】

子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
、
受
益
者
負
担

の
観
点
等
か
ら
、
引
き
続
き
、
検
討
し
て

い
く
。

旧
乃
木
邸
の
早
期
修
復
と
公
開

に
つ
い
て

【
質
問
】
乃
木
公
園
内
の
旧
乃
木
邸
は
、

１
９
８
７
年
１
０
月
２
８
日
に
港
区
の
有

形
文
化
財
・
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
貴
重

な
建
物
。
こ
の
貴
重
な
文
化
財
が
、
２
０

１
１
年
３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

乃
木
希
典
氏
の
命
日
で
あ
る
９
月
１
３
日

と
前
日
に
行
わ
れ
て
い
た
旧
乃
木
邸
の
内

部
公
開
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
日
も
早

く
修
復
し
、
公
開
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

ま
た
、
修
復
が
終
わ
り
公
開
の
際
に
は
、

一
定
期
間
の
特
別
公
開
の
検
討
を
。

【
答
弁
】

平
成
２
６
年
度
に
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
、
２
７
年
度
早
期
の
公
開
を

目
指
し
て
い
く
。
工
事
終
了
後
の
公
開
に

あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
特
別
公
開
期
間
を

設
け
る
。

難
病
患
者
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

【
質
問
】
厚
生
労
働
省
は
、
難
病
の
医
療

費
助
成
見
直
し
案
を
、
医
療
費
助
成
対
象

に
な
る
難
病
の
種
類
を
５
７
か
ら
約
３
０

０
に
増
や
す
一
方
、
今
ま
で
自
己
負
担
が

な
か
っ
た
重
症
患
者
に
負
担
を
求
め
、

「
軽
症
者
」
を
助
成
対
象
か
ら
原
則
除
外

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
難
病
患
者
に

負
担
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
難

病
患
者
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
り
よ
い
制
度
と
な
る
よ
う
国
に

対
し
意
見
を
。

【
答
弁
】

国
は
、
助
成
対
象
の
拡
大
と

重
症
患
者
に
も
負
担
を
求
め
る
新
制
度
の

素
案
を
示
し
、
１
２
月
に
は
見
直
し
案
が

示
さ
れ
る
予
定
。
区
と
し
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

☆ その他の質問項目 ☆

● 社会保障改革プログラム法案について
社会保障改革プログラム法案は、医療・介護・年金・

福祉の給付削減を打ち出している。公的責任を放棄し、

社会保障制度の根幹を崩す改悪を止めるよう国に求めよ。

● 生活保護の扶養照会のあり方について
親族が扶養しなければ申請者が保護を受けられないか

のような扶養照会は、憲法に保障された受給権の侵害に

当たる。扶養照会のあり方につき早急に改善を。

● 生活保護制度の改悪に反対することについて
生活に困窮した人たちを最後の安全網から締め出す生

活保護改悪法案の改悪を止めるよう国に申し入れを。

● 国民健康保険制度について
低所得者対策は、地方交付税でなく、財源も保障する

よう求めよ。また、国庫負担金や東京都の負担金を増や

すよう求めよ。

● コミュニティカフェ事業の存続について
区は、突然コミュニティカフェ事業の廃止を打ち出し

た。男女平等参画行動計画通り、来年度もコミュニティ

カフェ事業の継続を。

● 秘密保護法に反対することについて

国民の目、耳、口をふさぐ「秘密保護法案」には、広

範な人たちが反対の声をあげ立ち上がっている。区民が

平穏に暮らす権利、職員が安心して働く権利を守るべき。

区長として、秘密保護法に反対の意思表明を。

● 災害対策について
防災対策への見直しを。区有施設の点検と対策を。人

員補充を含め、防災課の体制強化を。

● 災害時の給水について
水道管直結式応急給水槽を可能なところから設置を。

改築の際には積極的に設置を。

芝
公
園
保
育
園
が
新
し
く

来
年
の
３
月
中
に
は
、
新
し
い
保

育
園
に
お
引
っ
越
し
で
き
そ
う
で
す
。

改
築
に
伴
っ
て
、
保
育
園
の
定
員

も
増
え
ま
す
。
現
在
１
０
３
名
の
定

員
が
、
来
年
４
月
か
ら
は
１
５
０
名

に
増
え
ま
す
。
（
４
７
名
増
）

【
新
規
定
員
】

０
歳
児
１
４
名

１
歳
児
２
２
名

２
歳
児
２
４
名

３
・
４
・
５
歳
児

各
３
０
名

芝公園保育園 模型写真

風見利男 議員


